


�f�w��

�=�¶
\�Ë�%�¶�J�p�x�|�¿
c�“�s
ü�ú�w
•�ó�$�U	[�›�¶
\�w�µ�¯�t� �a�o�%�w�$�t	6�˜�p�V�”�‘�O�t�|�Ž�<�w�‘�O�s�|�®�P�‰�~

�Ó�é�·�µ�¯�”�µ��̄|�®�ù
R�=�¶�¯�”�µ��̄|�®
\�Ë�»�¶�¯�”�µ�¯�q�M�O���m�w�­�­�§�æ�©�á�å�Ü�›
ƒ���`�o�M�‡�b�{���å�Í�w�›���Z�€

�p�x�|���å�Í�‡�p�t	6�˜�`�h�,
Å�Œ�Ý�›�^�’�t
��=�^�d�”�q�q�‹�t�|
ï�¿�M�Œ�Ý�›���b�”���7�s
��P�w�­
R�›�è�¦�`�o�M�‡�b�{

�¤�¯�”�µ�p�x�|	Í�G�w�¶�J�­�­�è
ª�t�C�Q�o�|�f�•�g�•�Ž�<�w�‘�O�s�­�­�è
ª�t	H�l�h�­�­�›�î
«�`�‡�b�{

�P�‰�~�Ó�é�·�µ�¯�”�µ

�=�¶�A�ù�•
ú�í�w�Ï���|
ú
Q�s�r�w�Š�í�q�|�,�Š�j�g�›�g�r�b�”�ó�—�›
��t
Ç�Z�|	ý�`�M�=�¶�U	[�•
ú�í�›
Ñ���p�V�”�ó�—�›

�F
R�`�‡�b�{�^�’�t�|
S� �w�=�¶�»�¶�$���Ø�T�’�w�g�r�q�ž�Ó�é�”�½�U�p�V�”�ó�—�›�­�o �
 �î�M�w�ˆ�À�t
Æ�D�=�s
÷�”
ƒ�-�s�r

�î�¿�ó�—�›�­
R�`�‡�b�{

�ù
R�=�¶�¯�”�µ

�=�¶�A�ù�|�=�¶
S� �s�r�w�Š�í�q�|�,�Š�j�g�›�g�r�b�”�ó�—�›
��t
Ç�Z�|	ý�`�M
ü� �•
ú�í�›
Ñ���b�”�ó�—�›�F
R�`�‡�b�{�^

�’�t�|�”� �=�¶�$�s�ß�Q�M�•�;�+
ü
s�t�‘�”
ú�í�w�Ï���r
s�w�—�›�­�o�|
ü� �w
Q�í�w�'���•�=�¶
S� �›�æ�–�`�o�;�ó
Q
ú�í�›


ƒ�-�b�”�\�q�U�p�V�”�ó�—�›�­
R�`�‡�b�{


\�Ë�»�¶�¯�”�µ

�Š�¯�”�µ�w�¤	ú�q�s�”�J�è���p�x�|
\
ú�U�-���b�”�^�‡�_�‡�s
ú�í�•�|
\
ú�U�¼�ˆ�t�b�;�`�o�M�”
\�=�¶
S� �›�|�f�w
ü� �•


S� �j�g�t�q�j�&�l�o�g�r�b�”�\�q�›�Š�_�`�o�M�‡�b�{�^�’�t�|�\�•�’�w�,
Å�Œ�Ý�›
C�2�^�d�o�|�Ì� �¦�Â�«�Ê�é�´�”
ü�ú�›�x

�a�Š�q�b�”�K�’�•�”���È�–�¬�•	J�È�t� �;�`�o�M�X�ó�—�•	ý�`�M���;�s
ú�í�S�‘�|�U	[�›
Ñ	Z�`�o�M�X�ó�—�›�­
R�`�‡�b�{

�ô�������������ô



化学生命系学科（材料・プロセスコース，合成化学コース，生命工学コース）

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

機械システム系概論 ○ 0.5

電気通信系概論 ○ 0.5

情報系概論 ○ 0.5

化学生命系系概論 ○ 0.5

○ 0.5

○ 0.5

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

現代化学１ ○

現代化学２ ○

教養生物学（バイオテクノロジー） ○

教養生物学（ライフサイエンス） ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報処理入門１（情報機器の操作を含む） ○ 1

情報処理入門２（情報機器の操作を含む） ○ 1

情報処理入門３（情報機器の操作を含む） ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

1

1

1

1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

ドイツ語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フランス語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中国語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

韓国語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ロシア語

スペイン語

イタリア語

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2

2

注1）
注2）

注3）
注4）
注5）
注6）

注２）　参照

注３）　参照

英語（Ｓ＆Ｌ）*，英語（Ｒ＆Ｗ）*については，2年次の１学期から４学期のうち，各自指定された学期に，各学期1科目ずつ履修する。( *には，-１，-２が入る）

アカデミック・ライティング系科目の開講期は，年度の初めに公示する。
英語（スピーキング）*，英語（ライティング）*，英語（リーディング）*，英語（リスニング）*については，１年次の１学期から４学期のうち，各自指定された学期に，各学期2科目ずつ履修する。
(*には，-１，-２が入る）

初修外国語・A群における各科目の詳細な開講期は，年度の初めに公示する。

英語特別演習２

4

英語（ライティング）－１

英語（ライティング）－２

初修外国語・B群における各科目については，全学部生が履修できるとは限らないため，開講期は示さない。各年度における開講の有無は，年度の初めに公示する。

留学生について
は外国語科目を
個別に指定する

英語（Ｒ＆Ｗ）－１

英語（Ｒ＆Ｗ）－２

プレ上級英語

8

英語（スピーキング）－２

4以上

上級英語

英語特別演習１

コ

ス
名

科目区分 授業科目名等

開講期

注４）　参照

履修方法

ガイダンス

キャリア形成基礎講座

高大接続科目

汎
用
的
技
能
と
健
康

情報教育

　学生に履修指導をする
単位数及び履修方法

卒業要件単位
1年次 2年次 3年次～

必修
単位

選択
単位

4
現代と自然

自然科学系科目

コ

ス

共

通

教

養

教

育

科

目

導
入
教
育

学部ガイ
ダンス科
目

現代と生命

2

各科目区分から
2単位以上履修
し，さらに現代と
生命又は現代と
自然の科目区
分からあわせて
4単位を履修す
ること。

10以上

生命科学系科目

岡山大学入門講座

補習教育

0以上
芸術知 芸術系科目

卒業要件外

3

実
践
知

・
感
性

実践知 実践・社会連携系科目

情報リテ
ラシー系
科目

知
的
理
解

現代と社会 人文・社会科学系科目

健康・スポーツ科学

英語（Ｓ＆Ｌ）－１

スポーツ演習（する・みる・支える）

アカデミック・ライティング

英語（リスニング）－１

英語（リスニング）－２

注１）　参照

日本語

2以上
ICT（Information & Communication Technology）系科目

英語（Ｓ＆Ｌ）－２

キャリア教育 キャリア教育・学生支援系科目

健康・スポーツ科学

アカデミック・ライティング系科目

集中講義で実施

初修外国語

注５）　参照

A
群

B
群

言

語

英語

英語（スピーキング）－１

英語（リーディング）－１

英語（リーディング）－２

4
技術表現法 ○

教養教育科目        計     34

応用日本語 留学生用

高年次教養

工学倫理　注６） ○
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微分積分1 1

微分積分2 1

線形代数1 1

線形代数2 1

工学基礎実験実習（学科別） 2

工学安全教育（共通＋学科別） 2

専門英語1 1

専門英語2 1

物理学基礎（力学）1 1

物理学基礎（力学）2 1

物理学基礎（電磁気学）1 1

物理学基礎（電磁気学）2 1

化学基礎 2

生物学基礎1 1

生物学基礎2 1

プログラミング1 1

プログラミング2 1

確率統計1 1

確率統計2 1

微分方程式1 1

微分方程式2 1

無機化学1 2

有機化学1A 1

有機化学1B 1

物理化学1 2

生化学1 2

化学生命系英語1 1

基礎化学実験 2

特別演習 6

特別研究 10

有機化学基礎1 1

有機化学基礎2 1

無機化学2 2

有機化学2 2

物理化学2 2

生化学2    (注1) 2

分析化学1 1

分析化学2 1

量子化学1 1

量子化学2 1

化学生命系英語2 1

インターンシップ 2

化学生命系各論1 1

化学生命系各論2 1

実践コミュニケーション論 2注3）参照

(注2）参照

○

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

13

◎

◎は推奨科
目

1３単位を超
えて修得した
単位はコース
専門科目の
選択Bの単位
として認める

選  択

◎

○

○

○

○

○

○

27

学
科
専
門
科
目

必  修

○

○

○

○

○

○

○

◎

◎

◎

○

○

○

◎は推奨科
目

4単位を超え
て修得した単
位はコース専
門科目の選
択Bの単位と
して認める

4
（10
単位
まで
卒業
要件
にで
きる）

選  択

○

○

○

○

○

○

10

○

２
学
期

３
学
期

４
学
期

コ

ス
共
通

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

必  修

○

４
学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期

１
学
期

２年次 ３年次 ４年次

１
学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

コ

ス
名

科  目  区  分 授業科目名

開講年次及び学期

１科
目の
単位
数

履修要件
卒業
要件
単位

１年次

(注3）１年次３・４学期又は２年次３・４学期での履修が推奨される。

(注2）年度によって開講しない場合があるため，開講期は示さない

(注1）生命工学コースは、必修単位とする

化学生命系学科（材料・プロセスコース，合成化学コース，生命工学コース）
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材料プロセス実験1 2

材料プロセス実験2 2

材料プロセス実験3 2

化学装置設計製図1 1

物理化学3 2

化学工学1A 1

化学工学1B 1

化学装置設計製図2 1

化学工学2A 1

化学工学2B 1

無機化学3 2

無機化学4 2

物理化学4 2

有機化学3 2

有機化学4 2

高分子化学 2

機器分析 2

生化学3 2

生化学4 2

無機物性化学 1

無機反応化学 1

化学プロセス工学 1

生体材料学 1

高分子物性化学 1

材料プロセス各論1 0.5

材料プロセス各論2 0.5

材料プロセス各論3 0.5

材料プロセス各論4 0.5

物理有機化学 1

有機合成化学 1

立体化学 1

有機工業化学 1

機能分子化学 1

分子生物学 2

生物物理学 2

遺伝子工学 1

蛋白質工学 1

酵素工学 1

細胞工学 1

微生物工学 1

合成化学各論1 0.5

合成化学各論2 0.5

合成化学各論3 0.5

合成化学各論4 0.5

生命工学各論1 0.5

生命工学各論2 0.5

生命工学各論3 0.5

生命工学各論4 0.5

90
124

注) 参照

○

合　　　　　　　　　　計
専門教育科目　　　計

２単位以上

11

13

12

最大４単位ま
でコース専門
科目の選択B
の単位として

認める

○

◎は推奨科
目

１３単位を超
えて修得した
単位はコース
専門科目の
選択Bの単位
として認める

他
コ

ス
専
門
科
目

必  修

選択A

選択B

○

コ

ス
専
門
科
目

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

◎

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

○

○

○

○

○

○

４
学
期

材
料
・
プ
ロ
セ
ス
コ

ス

専
門
教
育
科
目

４
学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期

１
学
期

２年次 ３年次 ４年次

３
学
期

２
学
期

３
学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期

１
学
期

２
学
期

コ

ス
名

科  目  区  分 授業科目名

開講年次及び学期

１科
目の
単位
数

履修要件
卒業
要件
単位

１年次

注) 参照

注)　集中講義形式で実施。年度によって開講しない場合があるため，開講期は示さない。
　　　各年度における開講の有無は，年度の初めに公示する。

化学生命系学科（材料･プロセスコース）
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合成化学実験1 2

合成化学実験2 2

合成化学実験3 2

有機化学3 2

有機化学4 2

無機化学3 2

無機化学4 2

物理化学3 2

物理化学4 2

化学工学1Ａ 1

化学工学1Ｂ 1

化学工学2Ａ 1

化学工学2B 1

機器分析 2

化学装置設計製図1 1

化学装置設計製図2 1

高分子化学 2

有機合成化学 1

物理有機化学 1

高分子物性化学 1

有機工業化学 1

立体化学 1

機能分子化学 1

合成化学各論1 0.5

合成化学各論2 0.5

合成化学各論3 0.5

合成化学各論4 0.5

生化学3 2

生化学4 2

無機物性化学 1

無機反応化学 1

化学プロセス工学 1

生体材料学 1

分子生物学 2

生物物理学 2

遺伝子工学 1

蛋白質工学 1

酵素工学 1

細胞工学 1

微生物工学 1

材料プロセス各論1 0.5

材料プロセス各論2 0.5

材料プロセス各論3 0.5

材料プロセス各論4 0.5

生命工学各論1 0.5

生命工学各論2 0.5

生命工学各論3 0.5

生命工学各論4 0.5

90
124

注) 参照

○

◎

合　　　　　　　　　　計
専門教育科目　　　計

注) 参照

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

最大６単位ま
でコース専門
科目の選択B
の単位として

認める

○

他
コ

ス
専
門
科
目

○

○

○

12

○

２単位以上選択B

◎

◎

◎

○

○

◎

○

○

◎

◎
◎は推奨科

目
１６単位を超
えて修得した
単位はコース
専門科目の
選択Bの単位
として認める

16

◎

選択A

○

◎

○

○
8

○

○

２
学
期

３
学
期

４
学
期

合
成
化
学
コ

ス

専
門
教
育
科
目

コ

ス
専
門
科
目

必  修

４
学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期

１
学
期

２年次 ３年次 ４年次

１
学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

コ

ス
名

科  目  区  分 授業科目名

開講年次及び学期

１科
目の
単位
数

履修要件
卒業
要件
単位

１年次

注)　集中講義形式で実施。年度によって開講しない場合があるため，開講期は示さない。
　　　各年度における開講の有無は，年度の初めに公示する。

化学生命系学科（合成化学コース）
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生命工学実験1 2

生命工学実験2 2

生命工学実験3 2

生化学3 2

生化学4 2

分子生物学 2

生物物理学 2

遺伝子工学 1

蛋白質工学 1

酵素工学 1

細胞工学 1

微生物工学 1

有機化学3 2

有機化学4 2

物理化学3 2

物理化学4 2

無機化学3 2

無機化学4 2

機器分析 2

生命工学各論1 0.5

生命工学各論2 0.5

生命工学各論3 0.5

生命工学各論4 0.5

化学工学1Ａ 1

化学工学1B 1

化学工学2Ａ 1

化学工学2Ｂ 1

化学装置設計製図1 1

化学装置設計製図2 1

高分子化学 2

生体材料学 1

無機物性化学 1

無機反応化学 1

高分子物性化学 1

化学プロセス工学 1

材料プロセス各論1 0.5

材料プロセス各論2 0.5

材料プロセス各論3 0.5

材料プロセス各論4 0.5

物理有機化学 1

有機合成化学 1

立体化学 1

有機工業化学 1

機能分子化学 1

合成化学各論1 0.5

合成化学各論2 0.5

合成化学各論3 0.5

合成化学各論4 0.5

90
124

○

○

○

○

合　　　　　　　　　　計
専門教育科目　　　計

注) 参照

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

最大3単位ま
でコース専門
科目の選択B
の単位として

認める

○

他
コ

ス
専
門
科
目

◎

○

19

○

左記の科目
からは、4単
位以上12単
位までを卒業
要件単位とし
て認める

○

選択B

◎

○

○

○

○

○

○
7単位を超え
て修得した単
位は、コース
専門科目の
選択Bの単位
として認める

7

○

選択A

○

○

○

○

10

○

２
学
期

３
学
期

４
学
期

生
命
工
学
コ

ス

専
門
教
育
科
目

コ

ス
専
門
科
目

必  修

４
学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期

１
学
期

２年次 ３年次 ４年次

１
学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

コ

ス
名

科  目  区  分 授業科目名

開講年次及び学期

１科
目の
単位
数

履修要件
卒業
要件
単位

１年次

注)　集中講義形式で実施。年度によって開講しない場合があるため，開講期は示さない。
　　　各年度における開講の有無は，年度の初めに公示する。

注) 参照

注) 参照

化学生命系学科（生命工学コース）
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化学生命系学科卒業要件単位数
科　目　区　分    履　　修　　要　　件 卒業要件単位

教
養
教
育
科
目

ガイダンス科目 必修　（ 岡山大学入門講座，キャリア形成基礎講座，機械システム系概論，電気通信系概論，情
報系概論，化学生命系概論） ３単位

知
的
理

解
現代と社会 必修 　２単位

１０単位以上現代と生命 必修・選択　現代と生命，現代と自然の２グループから，各２単位以上，合計８単位以上
ただし，教養化学実験を除く現代と自然

言
語

英語
必修　英語（スピーキング）*，英語（ライティング）*，英語（リーディング）*，英語（リスニ
ング）*，英語（Ｓ＆Ｌ）*，英語（Ｒ＆Ｗ）* の全１２授業科目を修得（* には，１，２が入る）
 計８単位（注１） １０単位以上

外 国 語 科 目 選択　プレ上級英語，上級英語，英語特別演習及び初修外国語科目から４単位以上を修得
 計４単位以上（注１）

汎
用
的
技
能
と

健
康

情報教育 必修　（情報処理入門１，情報処理入門２） ２単位

キャリア教育 選択

０単位以上
健康・スポーツ科学 選択 最大４単位まで卒業要件単位として算入可能
アカデミック・ライティング 選択

実
践
知

･

感
性

実践知 選択
芸術知 選択

高年次教養教育科目 必修　（工学倫理，技術表現法）（注）他学部の高年次教養科目は卒業要件外となる。 ４単位
小　　　　計 ３４単位

専
門
教
育
科
目

専門基礎科目
必修 １０単位

１４単位
選択 　４単位（１０単位までは卒業要件単位として算入できる（注２））

学科専門科目
必修  ２７単位

４０単位
選択  １３単位　（注３）（注４）

材料・プロセスコース専門科目
必修 １１単位　
選択 A １３単位　（注５）　
選択 B １２単位　（注６）

３６単位合成化学コース専門科目
必修 　８単位　
選択 A １６単位　（注５）
選択 B １２単位　（注７）

生命工学コース専門科目
必修 １０単位　
選択 A 　７単位　（注５）　
選択 B １９単位　（注８）

TOEIC L&R が４５０点以上であること（GTEC からの換算でも可能であり，点数換算は P.86 を参照のこと。）
小　　　　計 ９０単位
合　　　　計 １２４単位

（注１）留学生については，履修外国語科目を個別に指定する
（注２）４単位を超えて修得した単位は，それらを除く６単位までについてコース専門科目の選択 B の卒業要件単位として数えることができる
（注３）生命工学コースでは，生化学２の単位を必ず含むこと
（注４）１３単位を超えて修得した単位は，コース専門科目の選択 B の卒業要件単位として数えることができる
（注５）必要な単位数を超えて修得した単位は，コース専門科目の選択 B の卒業要件単位として数えることができる
（注６）指定された科目群の中から２単位以上修得すること
　　　  化学生命系学科の他コース専門科目は，最大４単位までコース専門科目の選択 B の単位として認める

（注７）指定された科目群の中から２単位以上修得すること
　　　  化学生命系学科の他コース専門科目は，最大６単位までコース専門科目の選択 B の単位として認める

（注８）指定された科目群の中から４単位以上１２単位まで修得すること
　　　  化学生命系学科の他コース専門科目は，最大３単位までコース専門科目の選択 B の単位として認める

コース専門科目実験（材料プロセス実験１，合成化学実験１，生命工学実験１）履修要件　（２年次の２学期終了時）
（ただし，この要件は３年次編入学生には適用しない。）

科目区分 卒業要件単位のうち必ず修得していなければならない科目 卒業要件単位の修得数
教養教育科目 言語　４単位 ２０単位
専門教育科目 工学基礎実験実習　２単位，基礎化学実験　２単位 ２３単位
合　　　　計 ４３単位

３年次実験（材料プロセス実験２・３，合成化学実験２・３，生命工学実験２・３）履修要件
（ただし，この要件は３年次編入学生には適用しない。P.10 の進級制度も参照のこと。）

履修する年度の前年度末時点で，２年以上在学しているとともに所属するコースの専門科目実験１（材料プロセス実験１，合成化学実験１，
生命工学実験１）の単位を修得していること

特別研究申請要件
（申請する年度の前年度末時点で，3 年以上（3 年次編入生は 1 年以上）在学しているとともに以下の基準の全てを満たすこと。）

①　修得した卒業要件単位数の合計が９８単位以上であること
②　工学基礎実験実習，工学安全教育，基礎化学実験，および所属するコースの専門科目実験１－３の単位を修得していること
③　TOEIC L&R が 400 点以上であること

他学部，他学科履修について
①　他学部，他学科の科目を修得した場合は，８単位までコース専門科目の選択 B として取り扱う
　　ただし，「教科及び教職に関する科目」は卒業要件外科目として取り扱う
②　全学開放の専門教育科目のうち，工学部の他学科の科目を修得した場合は，コース専門科目の選択 B として取り扱う
③　他学部，他学科の専門教育科目を履修する場合は，必ず学科の承認を得て履修すること

中国・四国国立大学工学系学部間単位互換科目履修について
①　中国・四国国立大学工学系学部間単位互換の科目を履修した場合は，６単位までコース専門科目の選択 B として取り扱う
②　中国・四国国立大学工学系学部間単位互換を履修する場合は，必ず学科の承認を得て履修すること
③　詳細は，単位互換科目履修案内を参照のこと
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◎微分積分1 
◎線形代数1 

◎工学基礎実験実習 ◎工学安全教育

○化学基礎

プログラミング1 

◎無機化学１

◎特別演習
◎特別研究

インターンシップ

科目区分

社会の要求に応える
デザイン能力

【情報力】

コミュニケーション能力
【行動力１】

仕事の立案遂行
および総括能力

【行動力２】

自主的、継続的な
学習能力

【自己実現力】

多面的に考える
素養と能力
【教養１】

論理的基礎知識
と応用能力
【専門性１】

専門知識と応用能力
【専門性２－１】

技術創出と装置・物質の
創造・設計力

【専門性２－２】

実験の計画、実行、
データ解析力

【専門性２－３】

化学生命系学科
DP

◎必修科目 選択科目

1年次

1学期 2学期 3学期 4学期

2年次

1学期 2学期 3学期 4学期

3年次

1学期 2学期 3学期 4学期

4年次

1学期 2学期 3学期 4学期

◎微分積分2 
◎線形代数2 

必修科目を配置しない

物理学基礎(電磁気学)1 物理学基礎(電磁気学)2 
物理学基礎(力学)1 物理学基礎(力学)2 

○生物学基礎1 ○生物学基礎2 
プログラミング2 

確率統計1 確率統計2 
微分方程式1 微分方程式2 

◎有機化学１A 

○は推奨科目、＊は生命工学コースでは必修科目

◎有機化学１B 

◎物理化学１

◎生化学１

◎材料プロセス実験１

○化学生命系英語２◎基礎化学実験

○有機化学基礎１ ○有機化学基礎２

○無機化学２

○有機化学２

○物理化学２

○生化学２* 

○分析化学１ ○分析化学２

○量子化学１ ○量子化学２

◎材料プロセス実験２ ◎材料プロセス実験３

◎化学設計製図１

◎物理化学３

◎化学工学１B ◎化学工学１A 

◎合成化学実験１ ◎合成化学実験２ ◎合成化学実験３

有機化学４

◎有機化学３

◎生命工学実験１ ◎生命工学実験２ ◎生命工学実験３

◎生化学４◎生化学３

化学設計製図２

化学工学２A 化学工学２B 
無機化学３ 無機化学４

物理化学４機器分析

有機合成化学

物理有機化学

化学プロセス工学

無機反応化学

無機物性化学

生体材料学

有機工業化学

立体化学

機能分子化学

高分子物性化学高分子化学

分子生物学 遺伝子工学

蛋白質工学

酵素工学

細胞工学

微生物工学

◎化学生命系英語１

◎キャリア形成基礎講座

◎岡山大学入門講座

◎機械システム系概論

◎化学生命系概論

◎電気通信系概論

◎情報系概論

◎情報処理入門1 ◎情報処理入門2 

生物物理学

技術者倫理
【教養２】

◎工学倫理（集中講義で実施） ◎技術表現法

◎専門英語１ ◎専門英語２

◎英語（Ｓ＆Ｌ）-1，2，英語（Ｒ＆Ｗ）-1，2(各自指定された学期に，各学期1科目ずつ履修) ◎英語（スピーキング）-1，2，英語（リーディング） -1，2，英語（ライティング） -1，2，英語（リスニング） -1，2 
(各自指定された学期に，各学期2科目ずつ履修) 

カリキュラムマップ　　　　    （化学生命系学科）

知的理解 (現代と社会，現代と生命，現代と自然)
実践知・感性(実践知，芸術知)，汎用的技能と健康 (情報教育，キャリア教育，健康・スポーツ科学，アカデミック・ライティング)

英語系科目　　　　　　　 　　  ・初修外国語系科目
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◎微分積分1 
◎線形代数1 

◎工学基礎実験実習 ◎工学安全教育

○化学基礎

プログラミング1 

◎無機化学１

◎特別演習
◎特別研究

インターンシップ

科目区分

社会の要求に応える
デザイン能力

【情報力】

コミュニケーション能力
【行動力１】

仕事の立案遂行
および総括能力

【行動力２】

自主的、継続的な
学習能力

【自己実現力】

多面的に考える
素養と能力
【教養１】

論理的基礎知識
と応用能力
【専門性１】

専門知識と応用能力
【専門性２－１】

技術創出と装置・物質の
創造・設計力

【専門性２－２】

実験の計画、実行、
データ解析力

【専門性２－３】

化学生命系学科
DP

◎必修科目 選択科目

1年次

1学期 2学期 3学期 4学期

2年次

1学期 2学期 3学期 4学期

3年次

1学期 2学期 3学期 4学期

4年次

1学期 2学期 3学期 4学期

◎微分積分2 
◎線形代数2 

必修科目を配置しない

物理学基礎(電磁気学)1 物理学基礎(電磁気学)2 
物理学基礎(力学)1 物理学基礎(力学)2 

○生物学基礎1 ○生物学基礎2 
プログラミング2 

確率統計1 確率統計2 
微分方程式1 微分方程式2 

◎有機化学１A 

○は推奨科目、＊は生命工学コースでは必修科目

◎有機化学１B 

◎物理化学１

◎生化学１

◎材料プロセス実験１

○化学生命系英語２◎基礎化学実験

○有機化学基礎１ ○有機化学基礎２

○無機化学２

○有機化学２

○物理化学２

○生化学２* 

○分析化学１ ○分析化学２

○量子化学１ ○量子化学２

◎材料プロセス実験２ ◎材料プロセス実験３

◎化学設計製図１

◎物理化学３

◎化学工学１B ◎化学工学１A 

◎合成化学実験１ ◎合成化学実験２ ◎合成化学実験３

有機化学４

◎有機化学３

◎生命工学実験１ ◎生命工学実験２ ◎生命工学実験３

◎生化学４◎生化学３

化学設計製図２

化学工学２A 化学工学２B 
無機化学３ 無機化学４

物理化学４機器分析

有機合成化学

物理有機化学

化学プロセス工学

無機反応化学

無機物性化学

生体材料学

有機工業化学

立体化学

機能分子化学

高分子物性化学高分子化学

分子生物学 遺伝子工学

蛋白質工学

酵素工学

細胞工学

微生物工学

◎化学生命系英語１

◎キャリア形成基礎講座

◎岡山大学入門講座

◎機械システム系概論

◎化学生命系概論

◎電気通信系概論

◎情報系概論

◎情報処理入門1 ◎情報処理入門2 

生物物理学

技術者倫理
【教養２】

◎工学倫理（集中講義で実施） ◎技術表現法

◎専門英語１ ◎専門英語２

◎英語（Ｓ＆Ｌ）-1，2，英語（Ｒ＆Ｗ）-1，2(各自指定された学期に，各学期1科目ずつ履修) ◎英語（スピーキング）-1，2，英語（リーディング） -1，2，英語（ライティング） -1，2，英語（リスニング） -1，2 
(各自指定された学期に，各学期2科目ずつ履修) 

カリキュラムマップ　　　　    （化学生命系学科）

知的理解 (現代と社会，現代と生命，現代と自然)
実践知・感性(実践知，芸術知)，汎用的技能と健康 (情報教育，キャリア教育，健康・スポーツ科学，アカデミック・ライティング)

英語系科目　　　　　　　 　　  ・初修外国語系科目
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授業科目・授業要旨
科目名 授 業 要 旨 等

現代化学１

1 学年　第 3 学期            教養教育科目      選択　　　　1 単位

現代の化学，すなわち，現在，利用・応用されている化学分野の先端技術，現在，研究・開発中の新技術を通
して化学の基礎知識を深めることを目的とする。本講義は２部で構成し，身の回りの無機材料がどのように使
われているか概説する。

現代化学２

1 学年　第 4 学期            教養教育科目      選択　　　　1 単位

多種多様な物質を効率よく作り出すための物質変換反応とこれを用いた機能性物質の開発は，現代社会におけ
る重要な基盤技術の一つである。本授業では，グリーンケミストリー，有機金属触媒，不斉分子触媒などをキー
ワードに，物質変換反応の潮流を解説するとともに，これらの反応を用いた有用な生理活性物質や高機能材料
の高効率合成，さらには高分子材料などの最新の機能性物質開発について講術する。

教養生物学（バイオテクノ
ロジー）

1 学年　第 4 学期            教養教育科目      選択　　　　1 単位

化学，生化学，細胞生物学あるいは分子生物学の立場からのバイオテクノロジーへのアプローチを概説する。
生物が持つさまざまな機能が分子レベルで解明されてきたことに伴い，化学，生化学，細胞生物学や分子生物
学の手法がバイオテクノロジー分野に広く応用されるようになったことを実例をとりあげて学ぶ。 

教養生物学（ライフサイエ
ンス）

1 学年　第 4 学期            教養教育科目      選択　　　　1 単位

近年発展の著しいバイオテクノロジーの主な各分野およびそれらの将来展望について概説し，その基本原理を
正しく理解することを目指す。すなわち，細胞，遺伝子，蛋白質，およびその他の生物活性物質の基礎につい
て概説すると ともに，それらの工学的利用と関連分野への応用について解説する。

無機化学１
2 学年　第 1 学期            学科専門科目      必修　　　　2 単位

化学結合の本質について理解を深めることを目標とする。主として「固体」を対象として，分子の構造，固体
の構造と性質，固体の構造の解析法について理解を高める。

有機化学１Ａ

1 学年　第 3 学期            学科専門科目      必修　　　　1 単位

本講義では，Smith 著「Organic Chemistry」（英語版）を教科書として用い，有機化合物の構造と結合，酸と塩基，
鎖状・環状の有機分子の形と立体化学を簡単に復習したあと，ハロゲン化アルキルの求核置換反応を中心に学ぶ。
講義と連動して演習を随時おこない，理解を深めるように進める。

有機化学１Ｂ

1 学年　第 4 学期            学科専門科目      必修　　　　1 単位

本講義「有機化学１A」に引き続き，Smith 著「Organic Chemistry」（英語版）を教科書として用い，ハロゲ
ン化アルキルの反応，とくに脱離反応を学び，その実例としてアルコール，エーテル，エポキシドを取りあげる。
講義と連動して演習を随時おこない，理解を深めるように進める。

物理化学１

2 学年　第 1 学期            学科専門科目      必修　　　　2 単位

熱力学の第一法則，第二法則，第三法則について講義する。エンタルピーやエントロピーなどの熱力学関数に
ついて，化学反応や比熱，相転移などとの関連を理解する。これに加えて，自由エネルギーという熱力学量を
導入し，自発的変化の最終結果である 平衡状態の位置が，このパラメーターの性質から導かれることを示す。

生化学１
2 学年　第 2 学期            学科専門科目      必修　　　　2 単位

生化学は，分子を通して生命現象を化学的に理解する学問である。その理解のため，本科目では，核酸やタン
パク質を中心とした生体の主要構成成分の構造と化学的な性質について述べる。

化学生命系英語１

3 学年　第 1 学期            学科専門科目      必修　　　　1 単位

科学技術者には国際的に通用するコミュニケーション能力が求められている。そこで，専門分野に関連した内
容の基礎的な英文を題材に選び，専門用語を含む単語力の増強，英文の正確な読解，リスニング力，外国人と
のコミュニケーション能力などの向上をめざす。

化学生命系英語２

3 学年　第 2 学期            学科専門科目      選択　　　　1 単位

科学技術者には国際的に通用するコミュニケーション能力が求められている。そこで，専門分野に関連した内
容の基礎的な英文を題材に選び，専門用語を含む単語力の増強，英文の正確な読解，リスニング力，外国人と
のコミュニケーション能力などの向上をめざす。

基礎化学実験

2 学年　第 1・2 学期            学科専門科目      必修　　　　2 単位

生化学，物理化学，無機化学，有機化学および分析化学に関係する基本的な実験課題を取り上げ，基礎的な実
験技術・方法を身につけるとともに，実験を計画・実行し，レポートにまとめる力を養う。また，実験を安全
に行うための知識と能力を身につける。

特別演習

4 学年　第 1 ～ 4 学期            学科専門科目      必修　　　　6 単位

専門分野に関する知識の定着と深化を目的として，配属された各研究室において，主として英文で記述される
専門書籍および論文の講読をおこなう。また，学術情報の効率的な収集方法，報告書，論文の作成方法および
学会発表の方法などについて指導する。

特別研究

4 学年　第 1 ～ 4 学期            学科専門科目      必修　　　　10 単位

配属された各研究室において，3 年生までの講義や実験等で学んだ基礎的事項をもとに，化学生命系分野の最先
端研究に取り組む。研究のための資料収集，研究計画，基本的および応用的な実験技術，実験結果に対する考察，
成果のプレゼンテーションなど，自立した研究者，技術者となるための基本を総合的に学ぶ。

［備考］
研究者，技術者としての第一歩を踏み出すための重要な研究である。大きな志をもって取り組んでほしい。

有機化学基礎１

1 学年　第 1 学期            学科専門科目      選択　　　　1 単位

本講義では，Smith 著「Organic Chemistry」（英語版）を教科書として使い，有機化学の基礎的内容，とくに
学ぶうえで必要な様々な学術用語を，英語と日本語で理解することに重点をおく。主な内容は，化合物の命名法，
有機化合物の構造と結合，Lewis 構造式の書き方，分子の極性，酸と塩基などである。講義と連動して演習を
随時おこない，理解を深めるように進める。
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有機化学基礎２

1 学年　第 2 学期            学科専門科目      選択　　　　1 単位

本講義は「有機化学基礎１」に引き続き，Smith 著「Organic Chemistry」（英語版）を教科書として使い，有
機化学の基本的な内容，とくに必要な様々な学術用語を，英語と日本語で理解することに重点をおく。主な内
容は，酸と塩基，種々の官能基，鎖状・環状の有機分子の形と立体化学の概念などである。講義と連動して演
習を随時おこない，理解を深めるように進める。

無機化学２
2 学年　第 3 学期            学科専門科目      選択　　　　2 単位

無機化学を理解する基礎となる「酸と塩基」および「酸化と還元」について学習する。

有機化学２

2 学年　第 2 学期            学科専門科目      選択　　　　2 単位

本講義では，アルケン，アルキン，アルコール，エーテル，カルボニル化合物の性質，合成法，反応機構に関
する基礎的な事項を講述するとともに，酸化・還元反応についても学ぶ。なお，この講義は有機化学１の知識
を前提に授業を進める。

物理化学２

2 学年　第 3 学期            学科専門科目      選択　　　　2 単位

気体の分子運動について量子的考えを導入し，Boltzmann 分布や分配関数の概念から，比熱やエネルギーなど
の物質の諸性質を分子レベルの挙動から理解する。また気体と比較して，溶液の熱力学的取り扱いについても
講述する。

生化学２

2 学年　第 3 学期            学科専門科目      選択　　　　2 単位

遺伝子の複製，転写，蛋白質への 翻訳機構を分子レベルで学習し，「分子生物学のセントラルドグマ」への理解
を深める。さらに，DNA の修復や組み換え 機構についても学ぶ。本講義は，遺伝子組換え技術を用いるバイ
オテクノロ ジーを習得するをための基礎となる。

［備考］
生命工学コースでは必修科目とする。

分析化学１

1 学年　第 1 学期            学科専門科目      選択　　　　1 単位

分析化学の基礎となる酸塩基平衡や錯生成平衡等を解説すると共に，演習問題等により分析化学における初歩
的な計算に習熟する。また，実際の滴定における指示薬の選択および滴定誤差について適切に処理できるよう
にする。

分析化学２

1 学年　第 2 学期            学科専門科目      選択　　　　1 単位

化学物質・生体物質の分光学的な分析法，顕微鏡を用いた分析法，クロマトグラフィーによる分離分析法，物
質の有する電荷に基づく分離分析法，抗体を用いた定量分析法の基礎を習得する。また，測定値に含まれる誤
差についても理解を深める。

量子化学１

2 学年　第 1 学期            学科専門科目      選択　　　　1 単位

原子や分子の世界における電子の振る舞いがどのようなものであるかを量子論に基づき解説する。量子化学の
考え方のイメージをつかむこと，分子の形と軌道やそのエネルギーとの関係を通じて，数式の展開と導出を軸
に説明する。 

量子化学２

2 学年　第 2 学期            学科専門科目      選択　　　　1 単位

量子化学の基礎的な内容からはじまり，ごく簡単な分子における電子配置・化学結合・軌道エネルギーまで，
量子化学の観点から解説する。具体的には，多電子原子から二原子分子のシュレーディンガー方程式を解き，
分子軌道のかたち，軌道エネルギーからわかる分子の性質（分光学的特性を含む）を学ぶ。

インターンシップ

3 学年　第 2・3 学期            学科専門科目      選択　　　　2 単位

短期間（２週間程度），協力企業や協同研究機関に出向き，物づくりを始めとする実社会での企業活動の一部等
を実際に経験・体験することによって，これから技術者を目指すものとしての心構えを体得する。

［備考］
原則，夏季休業中に約２週間の予定で実施する。単なる企業見学ではなく，厳しい取り組みが要求される。い
い加減な気持ちで履修しようとしてはならない。

化学生命系各論１

4 学年　第 1 ～ 4 学期            学科専門科目      選択　　　　1 単位

TOEIC L&R スコアが 450 点未満の学生を対象として，TOEIC L&R −IP に照準を合わせて TOEIC 対策講義を
非常勤講師が行う。TOEIC L&R スコアを緊急に向上する必要に迫られた学生が優先的に受講できる。どの学年
でも受講申請できるが，受講できるかどうかは応募数によって決まる。

化学生命系各論２

4 学年　第 1 ～ 4 学期            学科専門科目      選択　　　　1 単位

TOEIC L&R スコアが 450 点以上の学生を対象として，自己最高得点を取るために，TOEIC L&R −IP に照準を
合わせて TOEIC 対策講義を非常勤講師が行う。どの学年でも受講申請できるが，受講できるかどうかは応募数
によって決まる。

実践コミュニケーション論

全学年　第 3・4 学期            学科専門科目      選択　　　　2 単位

「社会人基礎力」のうち「チームで働く力」を身につけるための産学連携かつ学部横断型の課題解決型学習（Ｐ
ＢＬ）の手法による授業である。チーム活動を円滑に進めるための技法，協働して独創的な発想を生み出す技
法などについて，基礎スキル学習とミニ演習を通じて習得する。さらに，経済学部と工学部の学生が混合したチー
ムで課題に取り組み，岡山県内の企業経営者への発表等を通じて，社会人に求められるコミュニケーションの
ベースラインを体感する。

材料プロセス実験１

2 学年　第 4 学期            コース専門科目      必修　　　　2 単位

材料やプロセスに関する研究を遂行する上であらかじめ習得しておくべき実験基本操作ならびに基本概念を習
得する。化学反応プロセスに関する実験を通して，実験の基本操作と同時に実験データの基本的な整理・解析
法を体得する。またレポートの書き方などの実験に関する基本的な事項についても実践的に学ぶ。

材料プロセス実験２
3 学年　第 1 学期            コース専門科目      必修　　　　2 単位

材料・プロセスに関する研究遂行に欠かせない高度な知識と技術を身につけることを目標とし，先端実験操作法・
分析機器使用法・データ解析法・情報収集法などを習得する。
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材料プロセス実験３

3 学年　第 3 学期            コース専門科目      必修　　　　2 単位

材料やプロセスに関する研究を遂行する上であらかじめ習得しておくべき実験操作ならびに概念を習得する。
また分析機器を用いた生成物の同定，構造解析，定量的な取り扱いを修得する。さらに実験データの取り扱い・
整理の仕方，レポートの書き方などの実験に関する基本的な事項についてもさらに詳しく実践的に学ぶ。

合成化学実験１

2 学年　第 4 学期            コース専門科目      必修　　　　2 単位

基礎的な合成化学の実験を行い，化合物の反応・合成を深く理解し，基本的な実験技術も身につけつつ，合成
反応の基本を体得することを目的とする。同時に，実験に取り組む姿勢，特に観察力，考察力を学ぶ。さらに，
実験を安全に遂行できる能力を身につける。

合成化学実験２
3 学年　第 1 学期            コース専門科目      必修　　　　2 単位

合成化学に関する研究遂行に欠かせない高度な知識と技術を身につけることを目標とし，先端実験操作法・分
析機器使用法・データ解析法・情報収集法などを習得する。

合成化学実験３

3 学年　第 3 学期            コース専門科目      必修　　　　2 単位

応用的な合成化学の実験を行い，化合物の反応・合成をより深く理解し，基本的な実験技術も身につけつつ，
合成反応を総合的に体得することを目的とする。同時に，実験に取り組む姿勢，特に観察力，考察力を学ぶ。
さらに，実験を安全に遂行できる能力を身につける。

生命工学実験１

2 学年　第 4 学期            コース専門科目      必修　　　　2 単位

生命工学研究に必要な，基礎的知識，実験技術，生物・生体材料の取り扱い，データ解析法を，蛋白質や酵素
などに関する実験を通して習得する。さらに実験データの取り扱い・整理の仕方，レポートの書き方などの実
験に関する基本的な事項について実践的に学ぶ。

生命工学実験２
3 学年　第 1 学期            コース専門科目      必修　　　　2 単位

生命工学に関する研究遂行に欠かせない高度な知識と技術を身につけることを目標とし，先端実験操作法・分
析機器使用法・データ解析法・情報収集法などを習得する。

生命工学実験３

3 学年　第 3 学期            コース専門科目      必修　　　　2 単位

生命工学研究に必要な，基礎的知識，実験技術，生物・生体材料の取り扱い，データ解析法を，遺伝子実験や
動物細胞などを扱う実験を通して習得する。さらに実験データの取り扱い・整理の仕方，レポートの書き方な
どの実験に関する基本的な事項について実践的に学ぶ。

化学装置設計製図１

3 学年　第 1 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

化学技術者として必要な化学装置の基礎知識および設計計算法と製図の基礎能力を養うことを目的として，簡
単な装置の立体図の描き方を習得する。また，JIS 製図の基礎を学び，簡単な化学装置の製図を作成する。

［備考］
材料・プロセスコースでは必修科目とする。

化学装置設計製図２

3 学年　第 2 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

化学技術者として必要な化学装置の基礎知識および設計計算法と製図の基礎能力を養うことを目的として，JIS
製図の基礎を学び，化学工学 1a，1b で習得した知識を用いて装置の設計計算をし，設計計算書および製図を作
成する。

無機化学３

3 学年　第 1 学期            コース専門科目      選択　　　　2 単位

分子の対称性とその数学的取り扱いについて学ぶ。また，d 金属化合物が持つ多彩な特性を理解するため，まず
d 金属化合物中の中心金属イオンの配位構造と電子状態が密接に関連していることを学び，それらがｄ金属化合
物の光学的，磁気的性質と相関していることを理解する。

無機化学４
3 学年　第 3 学期            コース専門科目      選択　　　　2 単位

無機化合物の結晶構造の表現方法を学ぶとともに，無機化合物の構造，組成，電子構造を知るために広く使わ
れているＸ線分析法をはじめとする各種の物理的測定法についてその原理と実際を学ぶ。

物理化学３

2 学年　第 4 学期            コース専門科目      選択　　　　2 単位

物質の形態（固体，気体，液体）の変化に関わる概念を学び，相平衡や相律について理解を深める。また水溶
液中での様々な現象に関わるイオンの振る舞いについて学び，イオンを含む溶液の熱力学的扱いに深くかかわ
る電気化学電池について理解を深める。

［備考］
材料・プロセスコースでは必修科目とする。

物理化学４

3 学年　第 1 学期            コース専門科目      選択　　　　2 単位

反応の速度論的解析について，反応速度式を基本として実験的に速度定数を決定する方法と，それから種々の
活性化パラメーターを算出する方法を論じる。また，巨大分子（分子としては巨大で，粒子としては小さいもの。
ミセルや生体分子の巨大複合体などは，この範囲に属する）の取り扱いについて学ぶ。

有機化学３

2 学年　第 4 学期            コース専門科目      選択　　　　2 単位

本講義では，アルデヒド，ケトン，カルボン酸および関連化合物の性質，合成法，反応に関する基礎的事項に
ついて講述する。カルボニル基への求核的付加反応，エノール，エノラートの反応を中心に，カルボニル化合
物の炭素－炭素結合形成反応を取り扱う。なお，この講義は有機化学１，２の知識を前提に授業を進める。

［備考］
合成化学コースでは必修科目とする。

有機化学４

3 学年　第 2 学期            コース専門科目      選択　　　　2 単位

本講義では，共役ジエンおよび芳香族化合物およびアミンの性質，合成法，反応機構に関する基礎的な事項を
講述するとともに，ラジカル反応についても学ぶ。なお，この講義は有機化学１，２，３の知識を前提に授業を
進める。
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生化学３

3 学年　第 1 学期            コース専門科目      選択　　　　2 単位

代謝を分子レベルでの理解することを目的とする。糖の代謝経路，生体エネルギー（ATP）の生成機構，脂質，
アミノ酸および核酸の生合成経路や分解経路について，各代謝経路における生体分子の化学構造の変換，およ
びその変換過程を触媒する酵素の機能と調節について講義する。

［備考］
生命工学コースでは必修科目とする。

生化学４

3 学年　第 3 学期            コース専門科目      選択　　　　2 単位

遺伝子組み換え操作の原理と応用，タンパク質の基本的な性質および精製法，さらに酵素反応速度論について
後述する。

［備考］
生命工学コースでは必修科目とする。

化学工学１Ａ

2 学年　第 3 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

化学・生物工学分野における工学的基礎となる，熱収支，物質収支，エネルギー収支及び熱移動，物質移動，
運動量移動の移動現象の重要性，定量的表現方法を学習する。特に，配管内の流体輸送に関わるいくつかの現
象を取り上げて，これらの基礎理論がどのように利用されるかを理解する。

［備考］
材料・プロセスコースでは必修科目とする。

化学工学１Ｂ

2 学年　第 4 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

化学・生物工学分野における工学的基礎となる，熱収支，物質収支，エネルギー収支及び熱移動，物質移動，
運動量移動の移動現象の重要性，定量的表現方法を学習すると共に，熱交換や濃縮などのいくつかの現象を取
り上げて，これらの基礎理論がどのように利用されるかを理解する。

［備考］
材料・プロセスコースでは必修科目とする。

化学工学２Ａ

3 学年　第 1 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

化学プロセスは各種の単位操作から構成されている。本講義では，物理化学と移動現象論を基礎として，反応
および分離操作を中心とする各操作の原理を定量的に理解するとともに，操作設計を行うための考え方と基礎
理論について学ぶ。特に化学プロセスにおいて重要となるガス吸収および抽出操作などについて，実操作を見
据えた設計理論，演習を行う。

化学工学２Ｂ

3 学年　第 2 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

化学プロセスは各種の単位操作から構成されている。本講義では，物理化学と移動現象論を基礎として，反応
および分離操作を中心とする各操作の原理を定量的に理解するとともに，操作設計を行うための考え方と基礎
理論について学ぶ。特に化学プロセスにおいて重要となる蒸留操作などについて，実操作を見据えた設計理論，
演習を行う。

高分子化学
3 学年　第 2 学期            コース専門科目      選択　　　　2 単位

高分子化合物について定義および分子構造，その基本的合成法，分子特性ならびに固体高次構造と物性の特徴
について講義し，高分子に関する初歩的な概念について解説する。

機器分析

2 学年　第 3 学期            コース専門科目      選択　　　　2 単位

有機化合物の構造を調べるための核磁気共鳴（NMR），赤外分光分析（IR），および有機化合物・生体材料・有
機材料の純度（LC，GC），分子量（MS），光学的性質（UV，蛍光），熱的性質（TGA，DSC），微細構造（光学・
電子・走査型プローブ顕微鏡）を調べるための各種機器分析の原理およびそれらから得られる情報の取り扱い
について概説する。

分子生物学

3 学年　第 2 学期            コース専門科目      選択　　　　2 単位

分子生物学とは生物の体を構成する物質の構造を解析し，そこに存在する生体情報やその流れの把握によって
生命現象の本質を理解しようとする学問である。本講義では真核生物の細胞における，外来の刺激に応答した
細胞内の情報伝達の分子機構，およびそれに伴う遺伝情報の発現機構の分子的基礎を解説する。

生物物理学

3 学年　第 2 学期            コース専門科目      選択　　　　2 単位

生物には，機械的な動作や判断に比べると「柔らかい」という表現が似合う。
これは，生命現象の道具立てには複雑で個性的な相互作用が存在しているためで，生物を人工的に作り出す困
難さはここにある。そこで，この分子レベルや個別の現象を取り上げて，どのような方法論やどのような事象
において，その成果があげられ，かつ応用されているかを講述する。

無機物性化学

3 学年　第 4 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

無機固体中の電子の振る舞いについて理解し，導電・誘電・磁性の各特性がどの様に発現するかを定性的に説
明できるようにする。また，電磁波としての光の性質を理解し，固体との相互作用として光学特性をとらえ，
実際に使われている光機能材料についてその原理を説明できるようにする。光ファイバー，太陽電池，光触媒，
赤外線センサー，ガスセンサー，燃料電池などの実用材料の動作原理について講義する。

無機反応化学

3 学年　第 4 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

様々な機能を有する無機固体材料を対象として，それらの材料合成や構造及び物性に化学が深く関連している
ことを理解し，それぞれの材料に潜む化学の不思議と多様性を学ぶ。種々の材料の形態（バルク・薄膜・粉末）
や物性は材料の合成・作製法によって著しく影響されることを学ぶ。先進材料に関して解説する。

化学プロセス工学

3 学年　第 4 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

化学プロセスやバイオプロセスは各種の単位操作から構成されている。本講義では，いくつかの単位操作を取
り上げ，物理化学と移動現象論を基礎として，各操作の原理を定量的に理解するとともに，操作設計を行うた
めの考え方と基礎理論について教育する。
前半では主に流体系拡散単位操作を，後半では機械的単位操作をそれぞれテーマとして取り上げ，工学的に操
作条件を検討したり設計したりするための基礎知識や考え方を養う。
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生体材料学

3 学年　第 4 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

高分子材料，金属材料，セラミックス材料の構造と物性の特徴，生体適合性とは何か，生体材料の設計のため
の必要条件，人工臓器の原理と現状および問題点，さらには将来の展望について講義する。また，生体組織を
人工材料で構造的，機能的に代替したり，生体系を活性化させる材料の設計法と医療技術への応用について概
説する。

高分子物性化学

3 学年　第 4 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

身近にあるプラスチックや繊維などの高分子材料は金属やセラミックスなどとは異なる物性を示す。このよう
な高分子に特有の物性を汎用高分子から高機能・高性能高分子まで各種高分子の構造および物性の特徴を関連
させながら，分子論的および物理化学的見地から講義する。

物理有機化学

3 学年　第 4 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

有機化学研究を行う際には， 物理化学的な観点から有機化合物の特性を理解・予測することが重要である。本
講義では 1， 2 年次で学んだ物理化学を基に有機化学のより深い理解を目指す。有機化合物の物性や反応性の定
性的・定量的な理解に関する基礎概念を解説する。特に，分子の物性や反応性への置換基の影響，反応速度論，
π共役系，有機色素の合成と各種特性について解説する。

有機合成化学

3 学年　第 3 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

様々な構造をもつ有機化合物を合成するために必要な知識や考え方を学ぶことを目的とし，有機金属反応剤や
エノラートを使った炭素－炭素結合形成反応，Diels−Alder 反応や電子環状反応をはじめとするペリ環状反応に
ついて解説する。また，これらの炭素－炭素結合形成反応を利用した逆合成について学ぶ。仕上げとして，複
雑な構造の有機化合物の逆合成や生物活性物質の全合成について実例を挙げて解説する。授業は単なる講義だ
けではなく，演習形式で理解を確実にしていく形でおこなう。

立体化学

3 学年　第 4 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

新しい機能分子や生理活性化合物の化学合成を行う際には，立体化学および不斉合成に関する基礎的事項の理
解が不可欠である。本講義では，化合物の対称性や立体異性の概念を詳細に解説するとともに，ジアステレオ
およびエナンチオ選択的反応などの実施例を最新のトピックも交えながら講述する。授業は，有機化学１－３
の理解があればその応用として十分把握できるものである。

有機工業化学

3 学年　第 4 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

自然界より大量に取得される物質である石油は，燃料としてだけでなく石油化学製品として現代社会を支えて
いる。本講義ではそれらを産みだす石油化学工業のプロセスで行われている有機反応について述べる。とくに，
これらの反応で触媒として用いられている種々の有機金属化合物に焦点をあてる。また，医薬，農薬，香料・
テルペンなどのファインケミカルについても，その合成法，化合物の性質などについて講述する。

機能分子化学

3 学年　第 3・4 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

学外から講師を招き，企業で開発あるいは社会で実用化されている医薬品や機能性物質について，基礎理論か
ら応用事例までを幅広く学ぶ。通常の大学の教員による講義では聴くことのできない社会のニーズや，企業に
おける最近の開発動向，研究開発現場でのトピックス，技術者・研究者としての体験等について講義を受ける。

遺伝子工学

3 学年　第 4 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

DNA 組み換え技術をもちいた遺伝子工学の手法（遺伝子の探索，単離，解析，利用）と社会にもたらされた成
果について概説する。すなわち，それぞれの遺伝子組換え実験がどの様な原理に基づき設計され実施されたか，
また，その実験結果から導き出される結論や概念について解説する。具体的には，ＤＮＡ組み換え操作に用い
る酵素，ベクターの構造と性質，遺伝子のクローニング方法，遺伝子の細胞への導入と発現，等について学習
する。

蛋白質工学

3 学年　第 4 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

生命活動の実行部隊である蛋白質は様々な生理機能を発揮することが可能な万能素材であり，その本質を理解
する科学と産業応用は重要な課題である。本講義では蛋白質分子の化学的・物理的な性質に関する理解を深め，
基礎研究から産業利用のために必要な基本技術と応用例について講述する。

酵素工学
3 学年　第 4 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

酸素工学の基礎および応用について講義する。講義内容は，酵素の立体構造，酵素触媒の原理と基質特異性，
酵素反応速度論，酵素活性のアロステリック制御，酵素阻害剤，酵素機能の改変と産業利用などである。

細胞工学

3 学年　第 4 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

高等動物細胞の構造と細胞内小器官の役割について解説し，生命現象を支える細胞の全体像について理解する。
また，ハイブリドーマの作成をはじめとする細胞工学技術の基礎に加えて，遺伝子改変動物の作製法とこれら
の技術のバイオテクノロジー分野への応用について解説する。

微生物工学

3 学年　第 4 学期            コース専門科目      選択　　　　1 単位

微生物の発見の歴史から，微生物学の基礎技術，微生物の増殖と栄養および環境因子，微生物の構造と機能，
微生物の分類，微生物におけるエネルギー代謝と物質代謝，微生物と地球環境との関わり等，微生物工学の基
礎について講述する。

材料プロセス各論１

4 学年　第 1 ～ 4 学期            コース専門科目      選択　　　　0.5 単位

化学生命系学科の基本となる教科を修得した上で，材料科学や化学プロセスに関するより高度な専門知識や問
題解決能力を身につけさせるために，それぞれの学問分野や実社会での最先端における現状を他大学や企業か
らの講師により講述する。

材料プロセス各論２

4 学年　第 1 ～ 4 学期            コース専門科目      選択　　　　0.5 単位

化学生命系学科の基本となる教科を修得した上で，材料科学や化学プロセスに関するより高度な専門知識や問
題解決能力を身につけさせるために，それぞれの学問分野や実社会での最先端における現状を他大学や企業か
らの講師により講述する。
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材料プロセス各論３

4 学年　第 1 ～ 4 学期            コース専門科目      選択　　　　0.5 単位

化学生命系学科の基本となる教科を修得した上で，材料科学や化学プロセスに関するより高度な専門知識や問
題解決能力を身につけさせるために，それぞれの学問分野や実社会での最先端における現状を他大学や企業か
らの講師により講述する。

材料プロセス各論４

4 学年　第 1 ～ 4 学期            コース専門科目      選択　　　　0.5 単位

化学生命系学科の基本となる教科を修得した上で，材料科学や化学プロセスに関するより高度な専門知識や問
題解決能力を身につけさせるために，それぞれの学問分野や実社会での最先端における現状を他大学や企業か
らの講師により講述する。

合成化学各論１

4 学年　第 1 ～ 4 学期            コース専門科目      選択　　　　0.5 単位

化学生命系学科の基本となる教科を修得した上で，合成化学に関するより高度な専門知識や問題解決能力を身
につけさせるために，それぞれの学問分野や実社会での最先端における現状を他大学や企業からの講師により
講述する。

合成化学各論２

4 学年　第 1 ～ 4 学期            コース専門科目      選択　　　　0.5 単位

化学生命系学科の基本となる教科を修得した上で，合成化学に関するより高度な専門知識や問題解決能力を身
につけさせるために，それぞれの学問分野や実社会での最先端における現状を他大学や企業からの講師により
講述する。

合成化学各論３

4 学年　第 1 ～ 4 学期            コース専門科目      選択　　　　0.5 単位

化学生命系学科の基本となる教科を修得した上で，合成化学に関するより高度な専門知識や問題解決能力を身
につけさせるために，それぞれの学問分野や実社会での最先端における現状を他大学や企業からの講師により
講述する。

合成化学各論４

4 学年　第 1 ～ 4 学期            コース専門科目      選択　　　　0.5 単位

化学生命系学科の基本となる教科を修得した上で，合成化学に関するより高度な専門知識や問題解決能力を身
につけさせるために，それぞれの学問分野や実社会での最先端における現状を他大学や企業からの講師により
講述する。

生命工学各論１

4 学年　第 1 ～ 4 学期            コース専門科目      選択　　　　0.5 単位

化学生命系学科の基本となる教科を修得した上で，生命工学に関するより高度な専門知識や問題解決能力を身
につけさせるために，それぞれの学問分野や実社会での最先端における現状を他大学や企業からの講師により
講述する。

生命工学各論２

4 学年　第 1 ～ 4 学期            コース専門科目      選択　　　　0.5 単位

化学生命系学科の基本となる教科を修得した上で，生命工学に関するより高度な専門知識や問題解決能力を身
につけさせるために，それぞれの学問分野や実社会での最先端における現状を他大学や企業からの講師により
講述する。

生命工学各論３

4 学年　第 1 ～ 4 学期            コース専門科目      選択　　　　0.5 単位

化学生命系学科の基本となる教科を修得した上で，生命工学に関するより高度な専門知識や問題解決能力を身
につけさせるために，それぞれの学問分野や実社会での最先端における現状を他大学や企業からの講師により
講述する。

生命工学各論４

4 学年　第 1 ～ 4 学期            コース専門科目      選択　　　　0.5 単位

化学生命系学科の基本となる教科を修得した上で，生命工学に関するより高度な専門知識や問題解決能力を身
につけさせるために，それぞれの学問分野や実社会での最先端における現状を他大学や企業からの講師により
講述する。
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５　学　　修
（1）学　　籍
①　学生証及び学生番号

学生証はＩＤカードを兼ねています。これは図書館，情報実習室利用の際にも必要であり，かつ岡山大学の学生としての身
分を証明するものですから，常に携帯し大切に管理してください。（学生証裏面の注意事項をよく確認しておいてください。）

万一，学生証を紛失，盗難，破損した場合は，速やかに学務部学務企画課教育支援グループで再交付等の手続きをしてくだ
さい。

学生証に記載されている学生番号（８桁）は以下により設定されています。

　　　　　

学 生 番 号 ： ０９ ５ ０１ ００１

（2019 年度入学者例） 001 ～ 機械ｼｽﾃﾑ系学科

工学部 元号 入学 一連 301 ～ 電気通信系学科

コード (新元号）年度 番号 501 ～ 情 報 系 学 科

701 ～ 化学生命系学科

②　身上異動等
1）住所変更等

学生及び保証人の現住所・連絡先・電話番号等に変更があった場合は，速やかに学務課工学部担当へ届出てください。ま
た，氏名等に変更があった場合も同様です。

なお，変更手続きは学内パソコン端末機から WEB 上でもできます（氏名変更は不可）が，保証人に関する変更事項があっ
た場合は，必ず自然系研究科等会計課へも届出てください。

以上の届出がない時は，急を要する連絡ができない場合や，諸証明書等に変更前のものが記載されることになります。

　ＵＲＬ＝ http://kym.adm.okayama-u.ac.jp（学外からはアクセスできません。）

2）休　　学
願い出る場合は，早めに所属学科のアドバイザー教員（１年〜３年次生）又は指導教員（４年次生）に相談してください。

「休学願」に，学科長，学生生活委員又は指導教員の承諾印を得て，学務課工学部担当へ提出してください。休学の願い出は，
事前に行うことが原則で，月日をさかのぼって願い出ることはできません。
　以上のことは，「退学」，「復学」，「転学部」，「他大学受験等」，「転学科・転コース」の場合も同様です。
【留意事項】

ア　疾病，その他やむを得ない事由により，２か月以上修学することができない場合は，医師の診断書（病気・けが等）又
は詳細な理由書を添えて提出してください。

イ　休学する期間は，２ヶ月以上１年以内です。
　引き続き休学する場合は，それまでに再度手続きを行ってください。
　留学等の事由により明らかに１年を超える休学を要する場合には，２年以内の願い出も可能です。
ウ　イに加えて，学期単位で休学することも可能です。
エ　休学期間は，通算して３年を超えることはできません。
オ　休学期間は，在学期間に算入されません。
　ただし，通算３月以下の場合に限り，在学期間に算入します。
カ　休学を願い出る場合は，原則として以下のとおり授業料を納入しなければなりません。
４月１日から翌年３月31日（又は９月30日）まで休学の場合：前年度分授業料を納入
５月１日から翌年３月31日（又は９月30日）まで休学の場合：４月の１月分授業料を納入 
６月１日から翌年３月31日（又は９月30日）まで休学の場合：４月及び５月の２月分授業料を納入
10月１日から翌年３月31日まで休学の場合：前半期分授業料を納入
11月１日から翌年３月31日まで休学の場合：前半期分授業料及び 10 月の１月分授業料を納入 
12月１日から翌年３月31日まで休学の場合：前半期分授業料及び 10 月及び 11 月の２月分授業料を納入
＊既納の授業料は返還できません。
 （但し，前半期分授業料徴収の際，後半期分授業料を併せて納付していた者が後半期分授業料の徴収時期前に休学した場
合における後半期分授業料相当額は，申出により，これを返還します。）

キ　休学の手続きをせずに長期にわたり無断欠席をしたときは，その期間は在学期間に算入され，授業料も納入しなければ
なりません。

ク　願い出る場合は，必ず事前に学務課工学部担当へ手続きの詳細を尋ねてください。（以下の場合も同様）

3）復　　学
休学期間中に休学の事由が解消し，復学する場合は，「復学願」を提出してください。
ただし，休学事由が病気療養に関する場合は，医師の診断書を添付してください。
なお，休学期間が満了し復学する場合は，「復学願」は不要です。

4）退　　学
退学をしようとするときは，「退学願」に「学生証」を添えて提出してください。
原則として，前半期分又は後半期分，若しくは１年分の授業料を納入していなければなりません。

5）除　　籍
次に該当する者は，除籍の処分を行います。
ア　死亡又は行方不明の者
イ　疾病，学力劣等及びその他の事由により成業の見込みがないと認められた者
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ウ　所定の在学期間を超えた者
エ　入学料の免除を申請し，免除の不許可又は一部免除の許可になった者又は入学料の徴収猶予を申請した者で，それぞれ

別に定める期日までに入学料を納付しない者
オ　当該年度の末日（当該年度の中途において所定の在学期間を超えることとなる場合にあっては，その超えることとなる

日の前日）までに授業料を納入しない者

6）転 学 部
他の学部へ転学部する場合は，希望する学部へ事前に詳細を確認してください。

7）他大学受験等
他大学・他学部等（転学部を含む。）を受験する場合は，「受験許可願」を提出してください。工学部在学のままで受験でき

ますが，他大学等へ入学（転学部は除く。）する場合は，退学しなければなりません。

8）転学科・転コース
工学部の他の学科・コースへ転学科又は転コースする場合は，「転学科願」又は「転コース願」を提出してください。

③　表彰・懲戒
1）表　彰

学術及び性行が優秀であって他の学生の範となるような人物等に対して，以下のような表彰制度があります。 
学長が表彰する賞：「黒正賞」（卒業時表彰），「スポーツ奨励賞」，「国際スポーツ賞」，「文化奨励賞」，「金光賞」

　学部長が表彰する賞：「優秀学生賞」（卒業時表彰），「学業成績優秀賞（１年〜３年）」，「特別賞」

2）懲　戒
本学の規則に違背し，又は学生の本分に反する行為があった場合，懲戒処分を受けることとなりますので，学生としての本

分に則って行動してください。
懲戒は，退学，停学及び訓告です。
上記の懲戒を受けた場合は，学籍簿（大学が管理している，個々の学生の成績等を記録したもの。）に記載されます。
また，通算の停学期間が３月を超える場合は，卒業要件として定められている在学期間には算入されません。したがって，

４年間では卒業できなくなります。
その他，厳重注意，謹慎等の処分などもありますが，学生としての本分をわきまえて，かつ，一社会人として適切な行動を

とってください。

（2）履　　修
①　履修登録科目単位の上限制

通常講義における１単位は，１５時間の授業と３０時間の自学・自習の勉強に対して与えられるべきものであるため，過多
の履修単位数でそれが実現できない状況となることを避けるため，一学期あるいは一年間の履修単位数に上限を設けるもので
す。これは，履修単位を単に制限するというだけのものではなく，各授業内容をより一層理解し，能力の育成を図ることを目
的とする制度です。

工学部では一年間の履修登録科目単位の上限を６０単位としています。各学期で出来るだけ平準化（１学期あたり１５単位
程度を上限とすること）するよう履修計画を立ててください。

上限を超えて履修登録をした場合は，上限単位数以下になるよう履修登録科目の変更あるいは履修登録の削除を行わなけれ
ばなりません。削除の手続きを行わない場合は，科目の履修が認められなくなり，年度末において上限を超えた単位が判明し
た場合は，その年度の全科目が無効となることがあります。

なお，上限単位数は「教養教育科目」と「専門教育科目」を合わせた単位数で，「特別研究」，「卒業要件外単位として扱わ
れる教員免許取得に必要な科目」，「自然科学の補習授業」，「グローバル人材育成特別コースを修了するために必要な科目」は
除きます。

また，前年度の成績が優秀な学生は，その年度に限り以下のとおり上限単位を超えて履修することができます。

対象者：前年度に上限単位数の８割以上を修得し，以下の条件を満たす者
＊平均点が 80 点以上の者・・・一年間当たり４単位まで増加可能
＊平均点が 75 点以上 80 点未満の者・・・一年間当たり２単位まで増加可能
注）平均点＝各修得科目（得点 × 単位数）の総和／修得総単位数

②　履修手続きの方法
学年の始めに指示される授業時間表及びシラバス等により立てた各自の履修計画に基づき，学内のパソコンを利用して履修

登録を行わなければなりません。詳細については，オリエンテーション及び学科の教務委員の指示に従ってください。
登録期間内に履修登録を行わなかった場合は，授業への出席は認められません。
以下に，履修手続きの概略を述べますので，流れに沿って間違いのないよう手続きをしてください。
なお，入学した年度のみ，１年生対象の専門基礎科目の必修科目は自動で登録されます。

1）パソコンによる履修登録
各期に履修する全ての授業科目を，パソコンを利用して履修登録します。履修手続きの日程等については，事前に掲示等に

より通知しますので，十分注意してください。
ＵＲＬ＝ http://kym.adm.okayama-u.ac.jp（学外からはアクセスできません。）
登録後は，クラス間違い等の確認を行い，必要に応じて内容を訂正してください。
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2）エラーの有無の確認
履修登録を行った翌日以降にパソコンでエラーの有無を必ず確認してください。
深夜にデータベースの書き換えが行われ，その後表示されます。画面に科目名が表示されていても，チェック結果がエラー
となった科目は履修ができません。内容に間違い等が無く，エラーも無い場合，履修手続きは完了となります。

3）履修登録内容の修正
履修登録内容及びエラーの有無の確認を行った結果，登録内容に間違いがある，科目を変更したい，上限単位を超過してい
る，エラー表示が出ている等の場合には，各自パソコンで履修科目の登録修正及び内容確認を行い，翌日以降に再度，エラー
の有無を確認してください。

③　教養教育科目の履修について
教養教育科目の履修については，「工学部学生便覧」，「教養教育科目履修の手引・授業時間表」，「シラバス」及び「工学部
時間割表」を参照してください。
なお，履修にあたり履修登録期間の前に事前の抽選を行う科目があります。掲示などで抽選方法・期間を別途周知しますの
で，確認の上抽選を忘れないようにしてください。
また，履修上の指示事項等は，主に一般教育棟において掲示により行われますので，よく確認してください。

④　専門教育科目の履修について
専門教育科目の履修については，「工学部学生便覧」，「工学部時間割表」，「シラバス（岡山大学ホームページ掲載）」を参照
の上，必要な場合は学科の教務委員の履修指導を受けて行ってください。

⑤　他学部・他学科履修について
他学部・他学科の専門教育科目を履修したい場合は，所定の用紙に授業担当教員と所属学科（教務委員）の承認を得て，履
修登録期間中に学務課工学部担当へ提出してください。
但し，以下の点に注意してください。
・　履修は認められても，卒業要件単位として認められない場合があります。
・　全学開放科目の他学部の専門基礎科目を履修する場合は，教養教育科目の知的理解として扱われるので提出は不要です。
・　全学開放科目の他学部の専門科目を履修する場合は，教養教育科目とするか専門教育科目とするかを選ぶことができま
すが，教養教育科目として履修する場合は用紙の提出は不要です。（専門教育科目として履修を行う場合は，用紙を提出
すること。）

・　全学開放科目であっても，他学科の専門科目を履修する場合は用紙を提出してください。また，修得した単位は，各学
科の別に定める単位として扱います。
なお，提出する書類は学務課工学部担当にて配布しています。授業担当教員へ承諾をもらいに行く前に受け取りに来て
ください。

⑥　中国・四国国立大学工学系学部間単位互換科目履修について
中国・四国地区の８大学９学部間（岡山大学工学部，岡山大学環境理工学部，鳥取大学工学部，島根大学総合理工学部，広
島大学工学部，山口大学工学部，徳島大学工学部，香川大学工学部，愛媛大学工学部）で単位互換協定を締結しています。
この科目の履修を希望する場合は，別途作成されている「中国・四国国立大学単位互換科目履修案内」を参照の上，所属学
科の教務委員の指導等を受けてください。

⑦　工学部海外短期研修について
工学部が独自に行っている海外短期研修プログラムであり，渡航期間以外に事前研修や事後研修及び報告会を実施します。
海外渡航経験が無い学生にもグローバル化を実感してもらう主旨のプログラムなので，積極的な参加を期待しています。
なお，参加者募集にあたっては掲示にて周知します。

⑧　特別研究について
４年次に通年（１年間）で開講される，必修の授業科目です。
履修は，所属学科及び指導教員等の指導を受けて行われます。指導教員の決定は，３年次の第４学期末に決定します。
1）３年以上在学し，各学科の定める要件単位数を修得した者は，特別研究の申請をすることができます。（要件の詳細は，
各学科の履修方法の頁を参照すること。）
2）特別研究申請は，指導教員へ申し出るものとし，履修登録は不要です。
3）特別研究報告書の提出日時は，各学科の指示に従うこと。
4）特別研究は，各学科において審査し，合否を決定します。
5）特別研究の申請有効期間は，その年度に限ります。

⑨　大学院進学について
工学部等（理学部，工学部）を基礎学部とする大学院として，岡山大学大学院自然科学研究科と岡山大学大学院ヘルスシス
テム統合科学研究科が設置されています。
これらの研究科は，博士前期課程（修士課程　２年）と博士後期課程（博士課程　３年）に区分されています。
また，大学に３年以上在学し，所定の単位を優れた成績をもって修得したものと，大学院において認められた者は，大学院
の受験資格が与えられます。ただし，大学の卒業資格は与えられません（退学扱い）。

（3）　試験及び評価方法等
①　厳格な成績評価について
1）成績評価は授業の教育目標に対する学習者の到達度を見るものであり，教育目標と成績評価の方法はシラバスに明記する。
2）成績評価は授業の形態（講義，実験・実習，ガイダンス科目等）に対応した適切な評価方法を採用する。評価方法としては，
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期末試験，中間試験，授業時間中の小テスト，レポート，受講態度等を考慮し総合的に行う。
3）講義中心の科目以外のもの（実験・実習，創成科目等）においては，学力と同時に科目の特徴に応じて評価する項目（例えば，
自主性，創造性，表現力，指導力，協調性，洞察力，理解力，分析力，実行力，企画力等）があればシラバスに明記する。
4）同一科目を複数の教員が担当する場合には，評価の基準と方法の統一を図り，担当教員相互による評価の差が生じないよ
うに努める。
5）担当教員は，成績評価に対する学生の質問，疑問に対しては，適切に対応するものとする。

②　ＧＰＡについて
1）ＧＰＡ制度導入の目的
ⅰ）成績不振の学生をいち早く発見し，アカデミック・アドバイザーの教員を中心に適切な指導を行うこと。
ⅱ）ＧＰＡを目安にして学生に履修登録科目数の自主規制を促し，計画的な履修を促すこと。
ⅲ）学生に対して修得単位数だけでなく，個々の単位のレベルアップを図るよう喚起すること。

2）ＧＰＡの算出方法
ⅰ）ＧＰ（グレードポイント）算出方法

ＧＰ＝（評点－５５）／１０　

※�ただし，評語「Ｆ」（不合格：評点６０点未満）のＧＰは０とします。また，「Ｗ」，「認定」，「修了」，「未修得」に
ついては，対象外としＧＰを付しません。

ⅱ）ＧＰＡの算出方法
履修登録した科目ごとにＧＰに単位数を掛け，その総和を履修登録単位数の合計で割って算出します。

　　　　　　（履修登録した授業科目の単位数×当該授業科目のＧＰ）の総和
ＧＰＡ　＝　
　　　　　　　　　　　　履修登録した授業科目の単位数の合計

ＧＰＡの実際の計算方法例

科目名 単位数
（ａ） 評点 評語 ＧＰ

（ｂ） ａ×ｂ

○○学概論 １ ９５ Ａ＋ 4.0 4.0
○○学 １ ８５ Ａ 3.0 3.0
□□学演習Ⅰ １ ５５ Ｆ ０ ０
□□学演習Ⅱ 0.5 ７０ Ｂ 1.5 0.75
△△基礎実験 0.5 ９０ A+ 3.5 1.75

計 9.5

上表の学生の場合
履修登録した授業科目の単位数の和＝４
（履修登録した授業科目の単位数×当該授業科目のＧＰ）の和＝９．５

ＧＰＡ＝９．５÷４＝２．３７５

3）ＧＰＡの対象とならない科目
・評点を示さず，認定または修了によって単位を取得できる科目
・岡山大学以外で修得した科目を単位として認めたもの
・工学部によって定められた期間に履修取り消しの手続きを行った科目

③　試験について
成績評価のため，各学期に期末試験を行います。しかし，授業科目によっては，レポート等の提出をもって試験に代えるこ
とがあります。また，期末試験以外に試験その他の考査を行うこともあります。詳細は，シラバス及び授業担当教員の指示に
従ってください。
1）定期試験の試験科目 ･日時 ･その他必要な事項は，その都度掲示又は担当教員によって指示されます。
2）受験心得
　��期末試験の受験にあたっては，次の各事項に留意してください。
　��なお，この受験心得は，期末試験以外の試験にも準用します。
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《　受　験　心　得　》

１　受験する学生は特別な指示がない限り，試験開始時刻の５分前までに所定の教室に入室を完了すること。
２　監督者が指定した座席において受験すること。
３　�受験中は必ず学生証を机上に置くこと。ただし，学生証を紛失又は忘れた場合は，監督者に申し出て，その指示に従うこ
と。（仮受験票を発行するので，学務課工学部担当へ申し出ること。）

４　�受験中，机上に置くことができるものは，学生証，筆記用具及びその他特に許可されたものに限る。それ以外の携行品は
カバン等に入れて，座席の下に置くこと。また，机の棚板（物入れ）には何も置かないこと。

５　携帯電話や音の出る機器は，必ず電源を切っておくこと。
６　解答用紙には，学部名，入学年，番号及び氏名等の必要事項を必ず万年筆又はボールペンで記入すること。
７　試験開始後２０分を経過するまでは退室できない。
８　試験開始後２０分を経過した場合は入室できない。
９　答案用紙は，特に指定がない場合，教卓上に提出するか，又は監督者に直接手渡すこと。
　　自己の机上に置いて退室すると当該授業科目の単位は認定しない。
10　受験にあたっては，厳正な態度で臨み，誤解を招くような態度や不正行為は厳に慎むこと。
� �なお，監督者の指示に従わない者，及び不正行為があると認められたものに対しては，学則第５８条により厳重な懲戒

処分を行う。
� �懲戒処分の対象となる行為は次のとおりである。ここで，試験時間中とは，解答の開始から答案提出までをいう。

1）代理（替玉）受験をしたり，させたりすること
2）�試験時間中に，使用が許可されていないノート及び参考書等並びに電子機器類その他不正行為の手段となり得る
物品を参照すること又は使用すること

3）試験時間中に，言語，動作又は電子機器類等により他人に教示すること又は教示を受けて解答に利用すること
4）答案を交換すること
5）試験時間中に，他の学生の答案をのぞき見すること
6）試験時間中に，使用が許可されたノート及び参考書等並びに電子機器類を貸借すること
7）所持品，電子機器類，身体，机又は壁等に書き込みをして試験に臨むこと
8）不正行為を幇助すること
9）試験時間中に，不正行為の手段となり得る物品を机の棚板（物入れ）に置いておくこと
10）不正行為を行おうとすること又は監督者の注意若しくは指示に従わないこと
11）その他，試験の公正な実施を妨げる行為をすること

� �また，不正行為を行った場合は，当該行為が行われた時点において既に単位が認定されている授業科目を除いて，当該
学期に登録している全ての授業科目（学期をまたがって開講する授業科目を含む。）の単位は認定しない。

3）受験延期を希望する者は，次のとおり願い出て許可を得なければなりません。
　ただし，追試験実施等の有無は，授業担当教員の判断によります。

科目区分 提出書類 提出場所 添付書類 提出日

教養教育科目 受験延期願
学務部学務企画課
教育支援グループ
（一般教育棟内）

診　断　書
（病気・負傷の場合）

理　由　書
（その他の場合）

試験の前日まで（ただ
し，突発事故の場合は
この限りではない。）

専門教育科目 欠席届 授業担当教員

④　成績評価の表記について
成績の評価は，Ａ＋，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｆ，Ｗ，保留，修了，及び認定の評語をもって表し，Ａ＋，Ａ，Ｂ，Ｃ，修了及び認定
を合格（単位修得），Ｆ及び未修得を不合格（単位未修得），Ｗを履修取消手続を行った授業科目としています。
また，2以上の学期で続けて実施する連続性・継続性の高い科目（例えば，「○○論 1」，「○○論 2」など）の成績価において，
前半の成績評価がＦ（不合格）である場合のみ，後半の成績によっては前半の成績評価をＣに引き上げる可能性を残しておく
ことが教育上効果のあるものと認める場合については，当該評価を “保留 ”とし，後半の成績評価の際に前半の評価を見直す
ことがあります。
なお，「保留」という評価を行う可能性がある授業科目については，時間割表にて指示しますので，注意してください。

1）通常の授業は，Ａ＋，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｆ，Ｗで表記
2）特定の授業は，上記に保留を加えて表記
3）「特別研究」，「機械システム工学総合実習」，「特別演習」は，修了または未修得で表記
4）�他大学で修得した単位，外部検定試験，編入学等による前籍での修得単位は，認定で表記（中国・四国国立大学工学系
学部間単位互換協定に基づくものは除く）

5）転学部・転学科・転コース時における前籍の成績は，その評点を引き継いで表記
　評価基準：Ａ＋（100 ～ 90 点），Ａ（89～ 80 点），Ｂ（79～ 70 点），Ｃ（69～ 60 点），Ｆ（59点以下）

⑤　成績の通知について
1）学生への通知
各学期の成績は，学期末に各自学務システムのホームページ上で確認してください。
日時及び方法は掲示等により確認してください。
ＵＲＬ＝ http://kym.adm.okayama-u.ac.jp
（学外からは，期間によりアクセス可能です。ただし，ＵＲＬはその都度変更になります。）
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2）保護者等への通知
本学では，保護者の方との連携により，学生の皆さんへの適切な修学指導を行うことを目的として，成績を保護者の方へ通
知しています。（外国人留学生を除く）
１年次生：９月，３月の年２回
２年次生以降：３月の年１回
なお，特段の理由により保護者への成績通知を希望しない場合は，７月末（２年次生以降は１月末）までに学務課工学部担
当まで申し出てください。学部で審査のうえ，結果をお知らせします。
＊特段の理由とは，１）企業等を退職した年配の学生，２）社会人学生，３）両親がいないといった場合等で，成績を通知
すべき適当な対象がいない学生及び４）その他保護者への成績通知をすることが適当でない特段の事情がある学生に限るもの
とする。

⑥　成績評価に関する質問・疑問の受付について
1）�専門教育科目に関して，成績開示後，開示された成績に質問・疑問等がある場合は，当該授業担当教員に質問等をする
ことができます。

2）教員は学生からの成績評価に関する質問・疑問等を受け付け，真摯に対応します。
3）�教員からの回答に納得できない場合は，「岡山大学工学部における成績評価異議申立に関する要項」に基づき，異議を
申し立てることができますので，自然系研究科等学務課工学部担当にその旨を申し出てください。

成績評価に関する質問・疑問等がある場合には，自然系研究科等学務課工学部担当にその旨を申し出てください。

（4）単位認定の制度
工学部へ入学，他学部から転学部，工学部内で転学科・転コースした場合，前籍での修得単位を認定する制度があります。また，
在学中に他大学等で修得した単位及び外部検定試験の成績による単位の認定制度もあります。
単位の認定は，いずれも願い出に基づき工学部教授会の議を経て行い，結果は別途，学務課工学部担当において通知します。

①　１年次へ入学した者
入学前に大学（外国の大学を含む。）若しくは短期大学（外国の大学を含む。）で修得した単位があり単位認定を希望する場
合は，入学後に所定の様式に成績証明書及び修得科目の講義要項等を添えて，学務課工学部担当へ願い出ること。提出期限に
ついては，別途掲示等により指示します。

②　転学部・転学科・転コースした者
前籍の成績を引き継ぎますので，改めて単位認定を願い出る必要はありません。

③　第３年次編入学者
出願書類（成績証明書），その他指示する書類及び単位認定試験により，単位認定を行う。
教養教育科目は，原則として当該学科の卒業要件単位数を修得したものとして認定する。

④　他大学等の単位を工学部在学中に修得した者
他大学等の授業を履修する前に，所定の様式により所属学科の承認を得て学務課工学部担当へ願い出てください。その後，
本学と当該大学等との協議の成立が得られた場合に限り，履修が許可されます。
当該大学等での単位修得後，所定の様式に単位修得証明書等を添えて，学務課工学部担当へ願い出てください。

⑤　外部検定試験等による単位認定を希望する者
次表に示す基準に該当する者で単位認定を希望する場合は，スコアシートを持って学務課工学部担当へ願い出てください。
受付期間及び単位認定予定日等は，年度初めに掲示によりお知らせします。
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別表第１（夜間主コースを除く。）      

外国語の種

別

単位認定の対象とする外部検定試験 単位認定基準 単位認定の対象とする授業科目の

範囲

認定可能な単

位数の上限

英語 TOEIC 又は TOEIC IP ８５０点以上 英語（スピーキング）－１

英語（スピーキング）－２

英語（リーディング）－１

英語（リーディング）－２

英語（ライティング）－１

英語（ライティング）－２

英語（リスニング）－１

英語（リスニング）－２

英語（総合）－１

英語（総合）－２

英語（S＆L）－１

英語（S＆L）－２

英語（R＆W）－１

英語（R＆W）－２

５単位まで

実用英語技能検定（英検） １級

国際連合公用語英語検定試験（国連

英検）
Ａ級

TOEFL PBT 又は TOEFL ITP ５７６点以上

TOEFL iBT ８２点以上

IELTS ６.５点以上

GTEC Academic ４技能 ６７８点以上

GTEC Academic ２技能 ３４９点以上

TOEIC 又は TOEIC IP ８００点以上 英語（総合）－１

英語（総合）－２

英語（S＆L）－１

英語（S＆L）－２

英語（R＆W）－１

英語（R＆W）－２

４単位まで

TOEFL PBT 又は TOEFL ITP ５５４点以上

TOEFL iBT ７５点以上

IELTS ６.０点以上

GTEC Academic ４技能 ６４６点以上

GTEC Academic ２技能 ３３１点以上

TOEIC 又は TOEIC IP ７５０点以上 英語（総合）－１

英語（総合）－２

英語（S＆L）－１

英語（S＆L）－２

英語（R＆W）－１

英語（R＆W）－２

２単位

まで実用英語技能検定（英検） 準１級

国際連合公用語英語検定試験（国連

英検）
Ｂ級

TOEFL PBT 又は TOEFL ITP ５３２点以上

TOEFL iBT ６８点以上

GTEC Academic ４技能 ６１３点以上

GTEC Academic ２技能 ３１３点以上

ドイツ語 ドイツ語技能検定試験（独検） ３級以上 ドイツ語初級Ⅰ－１

ドイツ語初級Ⅰ－２

ドイツ語初級Ⅱ－１

ドイツ語初級Ⅱ－２

ドイツ語中級

４単位まで

４級 ドイツ語初級Ⅰ－１

ドイツ語初級Ⅰ－２

ドイツ語初級Ⅱ－１

ドイツ語初級Ⅱ－２

２単位

まで

５級 ドイツ語初級Ⅰ－１

ドイツ語初級Ⅰ－２

１単位

まで

フランス語 実用フランス語技能検定試験（仏検）３級以上 フランス語初級Ⅰ－１

フランス語初級Ⅰ－２

フランス語初級Ⅱ－１

フランス語初級Ⅱ－２

フランス語中級

４単位まで

４級 フランス語初級Ⅰ－１

フランス語初級Ⅰ－２

フランス語初級Ⅱ－１

フランス語初級Ⅱ－２

２単位

まで

５級 フランス語初級Ⅰ－１

フランス語初級Ⅰ－２

１単位

まで

中国語 漢語水平考試（ＨＳＫ）

（筆記試験のみ）

※５級・６級については，１８０点

以上のスコアを獲得した場合，単位

認定の対象とする。

３級以上 中国語初級Ⅰ－１

中国語初級Ⅰ－２

中国語初級Ⅱ－１

中国語初級Ⅱ－２

中国語中級

４単位まで

２級 中国語初級Ⅰ－１

中国語初級Ⅰ－２

中国語初級Ⅱ－１

中国語初級Ⅱ－２

２単位

まで

１級 中国語初級Ⅰ－１

中国語初級Ⅰ－２

１単位

まで

韓国語 韓国語能力試験 ２級以上 韓国語初級Ⅰ－１

韓国語初級Ⅰ－２

韓国語初級Ⅱ－１

韓国語初級Ⅱ－２

韓国語中級

４単位まで

１級 韓国語初級Ⅰ－１

韓国語初級Ⅰ－２

韓国語初級Ⅱ－１

韓国語初級Ⅱ－２

２単位

まで

スペイン語 スペイン語技能検定 ４級以上 スペイン語ベーシック１～４

スペイン語ステップアップ

４単位まで

５級 スペイン語ベーシック１～４ ２単位

まで

６級 スペイン語ベーシック１及び２ １単位

まで

イタリア語 実用イタリア語検定 ３級以上 イタリア語ベーシック１～４

イタリア語ステップアップ

４単位まで

４級 イタリア語ベーシック１～４ ２単位

まで
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別表第１（夜間主コースを除く。）      

外国語の種

別

単位認定の対象とする外部検定試験 単位認定基準 単位認定の対象とする授業科目の

範囲

認定可能な単

位数の上限

英語 TOEIC 又は TOEIC IP ８５０点以上 英語（スピーキング）－１

英語（スピーキング）－２

英語（リーディング）－１

英語（リーディング）－２

英語（ライティング）－１

英語（ライティング）－２

英語（リスニング）－１

英語（リスニング）－２

英語（総合）－１

英語（総合）－２

英語（S＆L）－１

英語（S＆L）－２

英語（R＆W）－１

英語（R＆W）－２

５単位まで

実用英語技能検定（英検） １級

国際連合公用語英語検定試験（国連

英検）
Ａ級

TOEFL PBT 又は TOEFL ITP ５７６点以上

TOEFL iBT ８２点以上

IELTS ６.５点以上

GTEC Academic ４技能 ６７８点以上

GTEC Academic ２技能 ３４９点以上

TOEIC 又は TOEIC IP ８００点以上 英語（総合）－１

英語（総合）－２

英語（S＆L）－１

英語（S＆L）－２

英語（R＆W）－１

英語（R＆W）－２

４単位まで

TOEFL PBT 又は TOEFL ITP ５５４点以上

TOEFL iBT ７５点以上

IELTS ６.０点以上

GTEC Academic ４技能 ６４６点以上

GTEC Academic ２技能 ３３１点以上

TOEIC 又は TOEIC IP ７５０点以上 英語（総合）－１

英語（総合）－２

英語（S＆L）－１

英語（S＆L）－２

英語（R＆W）－１

英語（R＆W）－２

２単位

まで実用英語技能検定（英検） 準１級

国際連合公用語英語検定試験（国連

英検）
Ｂ級

TOEFL PBT 又は TOEFL ITP ５３２点以上

TOEFL iBT ６８点以上

GTEC Academic ４技能 ６１３点以上

GTEC Academic ２技能 ３１３点以上

ドイツ語 ドイツ語技能検定試験（独検） ３級以上 ドイツ語初級Ⅰ－１

ドイツ語初級Ⅰ－２

ドイツ語初級Ⅱ－１

ドイツ語初級Ⅱ－２

ドイツ語中級

４単位まで

４級 ドイツ語初級Ⅰ－１

ドイツ語初級Ⅰ－２

ドイツ語初級Ⅱ－１

ドイツ語初級Ⅱ－２

２単位

まで

５級 ドイツ語初級Ⅰ－１

ドイツ語初級Ⅰ－２

１単位

まで

フランス語 実用フランス語技能検定試験（仏検）３級以上 フランス語初級Ⅰ－１

フランス語初級Ⅰ－２

フランス語初級Ⅱ－１

フランス語初級Ⅱ－２

フランス語中級

４単位まで

４級 フランス語初級Ⅰ－１

フランス語初級Ⅰ－２

フランス語初級Ⅱ－１

フランス語初級Ⅱ－２

２単位

まで

５級 フランス語初級Ⅰ－１

フランス語初級Ⅰ－２

１単位

まで

中国語 漢語水平考試（ＨＳＫ）

（筆記試験のみ）

※５級・６級については，１８０点

以上のスコアを獲得した場合，単位

認定の対象とする。

３級以上 中国語初級Ⅰ－１

中国語初級Ⅰ－２

中国語初級Ⅱ－１

中国語初級Ⅱ－２

中国語中級

４単位まで

２級 中国語初級Ⅰ－１

中国語初級Ⅰ－２

中国語初級Ⅱ－１

中国語初級Ⅱ－２

２単位

まで

１級 中国語初級Ⅰ－１

中国語初級Ⅰ－２

１単位

まで

韓国語 韓国語能力試験 ２級以上 韓国語初級Ⅰ－１

韓国語初級Ⅰ－２

韓国語初級Ⅱ－１

韓国語初級Ⅱ－２

韓国語中級

４単位まで

１級 韓国語初級Ⅰ－１

韓国語初級Ⅰ－２

韓国語初級Ⅱ－１

韓国語初級Ⅱ－２

２単位

まで

スペイン語 スペイン語技能検定 ４級以上 スペイン語ベーシック１～４

スペイン語ステップアップ

４単位まで

５級 スペイン語ベーシック１～４ ２単位

まで

６級 スペイン語ベーシック１及び２ １単位

まで

イタリア語 実用イタリア語検定 ３級以上 イタリア語ベーシック１～４

イタリア語ステップアップ

４単位まで

４級 イタリア語ベーシック１～４ ２単位

まで
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５級 イタリア語ベーシック１及び２ １単位

まで

備考 １ 英語の認定は原則として，同一科目の「－１」と「－２」に対して行うこと。やむを得ず「－１」と「－２」

の片方のみ認定する場合は，「－２」を認定する。「－１」のみの認定は，学生が「－２」をすでに履修して

いる場合にのみ行って良いのものとする。

   ２ 「GTEC Academic ４技能」のスコアのうち，２技能のみを用いて，「GTEC Academic ２技能」の単位認定の

対象とすることはできない。

GTEC Academic と TOEIC の換算について（「岡山大学における英語関係の外部検定試験等に係るスコア換算基準」より抜粋）

１ GTEC Academic４技能と TOEIC のスコアの換算は次の算式により算出するものとし，小数第１位を四捨五入して 

求めるものとする。 

    TOEIC ＝ GTEC Academic４技能× 1.540 － 194.0 

２ GTEC Academic２技能と TOEIC のスコアの換算は次の算式により算出するものとし，小数第１位を四捨五入して 

求めるものとする。 

    TOEIC ＝ GTEC Academic２技能× 2.836 － 137.5 

３ 前２項にかかわらず，算出された TOEIC スコアが 1 に満たない場合は換算を行わないこととし，990 を超える場 

合の TOEIC スコアは 990 とする。 

 【参考】GTEC Academic と TOEIC の換算表 

TOEIC又はTOEIC IP GTEC Academic ４技能 GTEC Academic ２技能 

450点 418点 207点

400点 386点 190点
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